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（表 1）非正規社員の増加 総務省労働力調査 

  
2001 年 

2 月調査 

2005 年 

10-12 月平均 
増減割合 

就 業 者 数 6,341 万人 6,344 万人 ±0.0% 

正 規 従 業 員 3,622 万人 3,384 万人   －6.6% 

非 正 規 従 業 員 1,346 万人 1,669 万人 ＋24% 

〈参考〉非正規のうち、派遣    45 万人 114 万人 ＋153% 
*「就業者」には、この他自営業者、役員等があるため、合計は一致しない。 

 

                              

            

「
小
沢 

安
倍
」
は 

現
内
閣
の
評
価
か
ら
！ 

ま
も
な
く
五
年
半
に
及
ん
だ
小
泉

内
閣
が
幕
を
閉
じ
ま
す
。
安
倍
総
理

選
出
、
そ
し
て
民
主
党
小
沢
代
表
の

再
選
も
既
定
の
事
実
。
秋
の
臨
時
国

会
の
論
戦
は
こ
の
五
年
半
の
評
価
、

総
括
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
「
官
か
ら

民
」で
抜
け
落
ち
た
「公
の
政
治
」の
部

分
は
、
残
念
な
が
ら
ふ
じ
み
野
市
の

プ
ー
ル
事
故
で
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

規
制
緩
和
に
は
「行
き
過
ぎ
」や
「抜
け

穴
」が
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ど
の
個

人
・
企
業
・
地
域
間
の
格
差
が
拡
大
し

た
の
か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 ま

た
、
「
改
革
を
止
め
る
な
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
衆
議
院
選
挙
か
ら

一
年
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
の
五
年
半
に

実
現
し
た
「
改
革
」
と
、
先
送
り
さ
れ

た
課
題
は
何
な
の
か
？
ま
た
、
こ
れ

ら
の
「
改
革
」
が
米
国
の
「
年
次
改
革

要
望
書
」
に
基
づ
く
と
す
れ
ば
、
わ
が

国
の
「
主
体
性
」
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
？ 総

選
挙
の
自
民
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

あ
っ
た
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
増
税
は
し
な

い
」と
い
う
項
目
が
、
い
か
に
こ
の
一
年

破
ら
れ
て
い
る
の
か
。
定
率
減
税
半
減
、

介
護
保
険
料
引
き
上
げ
、
高
齢
者
医

療
費
本
人
負
担
引
き
上
げ
が
そ
う
で

す
。
さ
ら
に
、
中
小
企
業
に
対
す
る

「
増
税
」
も
「
役
員
給
与
損
金
参
入
制

限
」で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

日
銀
調
査
で
は
貯
蓄
を
保
有
し
な

い
世
帯
の
割
合
が
四
世
帯
に
一
世
帯

ま
で
増
え
（
〇
四
年
）
、
生
活
保
護
受

給
者
が
こ
の
五
年
で
三
割
増
え
て
い

ま
す
。 

と
り
わ
け
問
題
は
「
非
正
規
社
員

（
パ
ー
ト
、
派
遣
な
ど
）
の
増
加
」
で

す
。 

表
１
は
総
務
省
労
働
力
調
査
に
よ

る
も
の
で
す
。
正
社
員
は
こ
の
間
に
二

四
Ｏ
万
人
減
り
、
パ
ー
ト
な
ど
は
三
二

Ｏ
万
人
増
え
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
派

遣
社
員
数
は
二
・五
倍
に
増
加
し
ま
し

た
。
そ
の
理
由
は
Ｏ
三
年
の
労
働
者
派

遣
法
改
正
に
よ
り
「
製
造
業
」
に
も
派

遣
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
で
す
。
こ
れ
が
「
給
与
格
差
」
を
拡

大
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
は
人
口
減
少
、
労
働
力
不
足
に

よ
り
、
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
が

議
論
の
焦
点
に
な
り
ま
す
。
女
性
が

働
き
や
す
い
環
境
作
り
に
加
え
、
国

内
に
お
け
る
雇

用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
解
消
す
る
た

め
に
「
求
職
情

報
の
自
治
体
へ

の
提
供
」
を
実

現
す
る
と
と
も

に
、
「
派
遣
法
」

の
行
き
過
ぎ
た

緩
和
を
、
「
請

負
」
と
の
関
係

も
含
め
て
、
見

直
す
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。 
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ロ
シ
ア
に
よ
る 

日
本
漁
船
銃
撃
事
件 

〜
ロ
シ
ア
と
の
外
交
交
渉
を
怠
っ
て
い
た
小
泉
政
権
の
責
任
〜 

お
盆
明
け
の
十
七
日
、
議
員
会
館

に
て
、
十
六
日
に
五
十
年
振
り
の
死
者

を
出
し
た
「
第
三
十
一
吉
進
丸
の
銃

撃
拿
捕
事
件
」
に
つ
い
て
外
務
省
・
農

水
省
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
亡

く
な
ら
れ
た
盛
田
さ
ん
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
速
や
か
な
る
ご

遺
体
の
引
渡
し
と
、
乗
組
員
３
名
の
解

放
、
船
体
の
引
渡
し
を
求
め
、
ロ
シ
ア

政
府
に
対
す
る
強
い
遺
憾
の
意
を
表

し
ま
し
た
。 

二
十
三
日
午
後
は
外
務
委
員
会
理

事
懇
談
会
を
開
催
。
山
中
政
務
官
か

ら
現
地
で
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
詳
細

な
報
告
を
受
け
、
そ
の
後
は
質
疑
。
三

省
庁
が
出
席
。
た
だ
し
、
外
務
省
の
出

席
者
は
モ
ス
ク
ワ
で
の
外
務
副
大
臣

と
ロ
シ
ア
当
局
と
の
交
渉
に
同
席
し
て

お
ら
ず
、
改
め
て
国
会
閉
会
中
の
外

務
委
員
会
開
催
を
求
め
ま
し
た
。 

次
に
外
務
委
員
長
か
ら
「北
方
四
島

周
辺
水
域
に
お
け
る
日
本
漁
船
の
銃

撃
・拿
捕
事
件
に
つ
い
て
」と
い
う
抗
議

文
を
ロ
シ
ア
政
府
宛
に
提
出
す
る
こ

と
が
提
案
さ
れ
、
了
承
。
ガ
ル
ー
ジ
ン

臨
時
代
理
大
使
を
呼
び
、
常
任
委
員

長
室
に
て
抗
議
文
を
手
渡
し
、
や
り

取
り
を
行
い
ま
し
た
。
大
使
か
ら
は

報
道
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
経
緯
が
説
明

さ
れ
、
私
か
ら
は
「き
わ
め
て
遺
憾
」

「
旗
国
主
義
に
の
っ
と
り
、
日
本
側
の

調
査
・
捜
査
が
す
ぐ
に
行
わ
れ
る
べ

き
」
と
伝
え
ま
す
と
、
大
使
か
ら
は

「
申
し
訳
な
い
」
と
ペ
コ
リ
。
「
時
間
稼

ぎ
す
る
つ
も
り
は
な
い
」と
の
一
言
。  

 

衆
議
院
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関

す
る
特
別
委
員
会
が
二
十
九
日
午
後

開
か
れ
、
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
ロ
シ

ア
に
よ
る
日
本
漁
船
銃
撃
・
拿
捕
事

件
に
関
し
て
、
官
邸
の
初
期
対
応
の
不

備
を
指
摘
。
冒
頭
、
十
六
日
の
事
件
当

日
、
小
泉
首
相
と
安
倍
官
房
長
官
が

休
み
だ
っ
た
こ
と
を
確
認
。
「
何
故
、

官
邸
に
情
報
連
絡
室
が
設
置
さ
れ
た

だ
け
で
、
官
邸
連
絡
室
に
格
上
げ
さ

れ
な
か
っ
た
の
か
」を
質
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
私
か

ら
は
、
「
関
係

省
庁
は
外
務

省
、
海
上
保

安
庁
、
農
水

省
と
多
く
、

官
邸
連
絡
室

に
格
上
げ
し

て
、
各
省
庁
連

携
を
取
っ
て
対
応
す
べ
き
だ
っ
た
」と

指
摘
。 

次
に
、
「
ロ
シ
ア
の
ラ
ブ
ロ
フ
外
相

と
は
い
つ
連
絡
が
取
れ
、
抗
議
し
た
の

か
、
陳
謝
し
た
か
」を
質
問
。
麻
生
外

相
は
「
昨
日
、
二
十
一
時
五
十
分
」と

答
え
、
そ
れ
ま
で
ロ
シ
ア
外
相
は
休
暇

中
だ
っ
た
と
し
た
。
ま
た
、
そ
の
時
の

電
話
で
陳
謝
は
な
く
、
哀
悼
の
意
が

表
明
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
と
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
初
動
態
勢
の
不
備
、
抗

議
の
甘
さ
が
わ
か
り
ま
す
。
「領
土
問

題
解
決
に
取
り
組
ま
ず
、
二
島
返
還

で
良
し
と
し
た
５
年
間
の
小
泉
政
権

の
対
応
が
今
回
の
事
件
の
背
景
に
あ

る
」
と
主
張
し
、
質
問
を
終
え
ま
し

た
。 

十
二
年
半
ぶ
り
に 

交
換
公
文
国
会
へ
提
出 

私
は
三
年
前
か
ら
交
換
公
文
の
国

会
提
出
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
昭
和

四
十
七
年
の
大
平
（
当
時
の
外
務
大

臣
）三
原
則
に
よ
り
、
外
国
と
の
条
約

締
結
に
あ
た
り
国
会
承
認
を
求
め
る

基
準
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
折
、

一
度
結
ん
だ
条
約
に
関
し
て
、
後
日

結
ん
だ
「交
換
公
文
」に
つ
い
て
、
「重

要
な
も
の
」
を
国
会
に
提
出
す
る
と

い
う
政
府
答
弁
が
示
さ
れ
、
平
成
五

年
ま
で
提
出
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
平
成
六
年
以
降
は
一
本
も

外
務
委
員
会
に
提
出
さ
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
正
す
べ
く
、
こ
の
三

年
間
、
川
口
・町
村
・麻
生
と
歴
代
外

相
に
提
出
を
求
め
、
つ
い
に
六
月
二
十

三
日
付
で
日
米
政
府
間
で
交
わ
さ
れ

た
「日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の

間
の
相
互
防
衛
援
助
協
定
に
基
づ
く

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
対
す
る
武
器
及

び
武
器
技
術
の
供
与
に
関
す
る
交
換

公
文
」が
、
こ
の
七
月
二
十
五
日
の
外

務
委
員
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
は
国
際
法
（条
約
な
ど
）が
国

内
法
よ
り
優
位
に
立
つ
と
い
う
考
え

の
国
で
す
。
先
の
国
会
で
国
際
組
織

犯
罪
防
止
条
約
承
認
が
「共
謀
罪
」制

定
の
根
拠
と
さ
れ
た
の
は
そ
の
た
め

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
外
国
と
の
約
束

で
あ
る
条
約
を
結
ぶ
際
に
し
っ
か
り

と
国
会
が
関
与
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
政
府
は
憲
法
七
十
三
条
に
よ
り

「
条
約
締
結
、
外
交
処
理
」は
内
閣
の

専
権
事
項
と
言
い
ま
す
が
、
私
は
前

述
の
理
由
か
ら
国
会
の
関
与
を
現
行

よ
り
強
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

十
二
年
半
ぶ
り
の
交
換
公
文
の
提
出

を
そ
の
端
緒
と
し
て
い
き
ま
す
。 


